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第６回 ロクハ公園プール検討委員会 

議事要旨 

 

1. 日時 

令和 6年 12 月 9 日（月）14:00～15:00 

 

2. 場所 

草津市役所４階 行政委員会室 

 

3. 委員 

下表のとおり 

※五十音順（敬称略）  

氏名 所属名等 

市井
い ち い

 吉
よ し

興
ふさ

 立命館大学 産業社会学部 教授 

岡
おか

 亜
あ

希
き

 志津小学校ＰＴＡ 会長 

口
く ち

野
の

 隆史
た か し

 元 京都橘大学 発達教育学部 教授 

窪田
く ぼ た

 明裕
あきひろ

 草津・栗東地区労働者福祉協議会 事務局次長 

佐藤
さ と う

 三佳
み か

 公募  

鈴木
す ず き

 登
のぼる

 草津市まちづくり協議会連合会 副会長 

札本
ふだも と

 泉
いずみ

 公募  

村本
む ら も と

 遥
はるか

 草津市公立保育所・公立認定こども園保護者と先生の会連絡協議会 会長 

 

4. 欠席委員 

2 名（佐藤委員、村本委員） 

 

5. 事務局 

草津市 建設部：松尾部長、福井副部長 

草津市 建設部 公園緑地課：森課長、梅原課長補佐、田中課長補佐、生田主幹、児島副係長 

 

6. 傍聴者 

3 名 

 

7. 委託事業者 

八千代エンジニヤリング株式会社 

  



- 2 - 

8. 委員会資料 

資料１：ロクハ公園プール基本計画（修正案）について 

資料２：ゾーニングイメージ図 

資料３：基本計画（案）の概要 

資料４：基本計画（案） 

委員名簿 

座席表 

 

9. 議事の概要 

 

１ 開会 

草津市 建設部 部長より開会の挨拶を行った。 

 

２ 議事 

（１） 第５回検討委員会を踏まえた基本計画（修正案）について 

事務局より、以下の資料について説明を行った。 

 資料 1：ロクハ公園プール基本計画（修正案）について 

 資料 2：ゾーニングイメージ図 

 資料 3：基本計画（案）の概要 

 資料 4：基本計画（案） 

 

委  員： 事務局から基本計画の策定スケジュールの変更に関する説明があったが、令和 7

年度の検討委員会は何回程度を予定し、どのような内容を協議する予定であるか。 

事 務 局： 現時点では2回程度の実施を予定している。社会情勢の動向や民間事業者との調整

状況等について共有の上、新たに生じる課題等について協議したいと考えている。 

委  員： 「議会だより」を読むと９月議会でロクハ公園プールに関する質疑があったと書

いてあったが、その内容はどのようなものであったか。 

事 務 局： ロクハ公園全体のリニューアルに関する内容であったと認識している。ロクハ

公園プールの再整備に合わせて、Park-PFI の活用によるロクハ公園全体のリニュ

ーアルについても市場ニーズ調査を実施したが、調査の結果から公園全体での大規

模なリニューアルは難しいという感触が得られた。ロクハ公園はこれまでに段階的

に整備・供用開始してきた経緯もあることから、公園全体の老朽化状況等を把握した

上で改めてリニューアルの方針を検討したいと考えている。 

委  員： 例年ロクハ公園プールの営業期間に駐車場の不足や周辺道路の混雑が発生する

ことが多いため、高穂中学校に隣接する未利用地を活用してアクセス道路や駐車場

を整備してはどうか。また、近隣の大学生による利用も見据え、ロクハ公園周辺の

都市計画道路の整備も含めて検討することが望ましいと考える。 

事 務 局： 都市計画道路については、「草津市都市計画道路整備プログラム」に基づき、

優先順位を設定した上で整備を進めている状況である。 

委  員： 基本計画の策定スケジュールの変更により、令和 9 年度まで現在のプールで運営

する形になると思うが、劣化状況等を考慮した上で供用可能との理解で良いか。 
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事 務 局： 令和 4 年度に実施した劣化調査結果を踏まえ、令和 5 年度より屋内 25m プール

は利用禁止としている。他のプールは、劣化状況を踏まえ、都度点検・補修を行い

ながら運営していく予定である。 

委  員： 12 月議会でロクハ公園プールに関する協議は行われるか。 

事 務 局： 非公開にはなるが、産業建設常任委員会協議会で説明を行う予定である。 

委  員： 事務局からの説明について、過去に国際花と緑の博覧会の終了後は物価上昇が

落ち着いたという理解で良いか。また、大阪・関西万博終了後の見通しについては

どのように想定しているか。 

事 務 局： 物価上昇は様々な要因によって引き起こされると考えているが、国内における

建築需要の部分について、大阪万博後を見極めたいと考えている。 

委 員 長： 

 

現在の基本計画（案）は、アンケート調査等を通じて市民や利用者等のニーズが

十分に反映されたものになったと認識している。今後も物価上昇等の社会情勢を

踏まえながら引き続き検討を行い、様々なニーズに沿った基本計画を策定できれば

良いと考える。 

 

 

３ 閉会 

草津市 建設部 副部長より閉会の挨拶を行った。 


